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編 集 責 任  
教 宣 部 長  
木 川 　 治  

支
給
率
引
下
げ
・
制
度
改
悪

区
長
会
退
職
手
当
の

大
幅
削
減
案
を

提
案

◆◆ 最高支給月数４９．５５月に（現行５９．２０月）

◆◆ 支給カーブを見直し、

いわゆる「中ぶくれ」を解消

◆◆ 調整額のポイントを引上げ、職務・職責に

応じた貢献度をより一層反映

◆◆ 平成２５年４月１日実施、３段階の

経過措置で平成２７年４月１日本則化

１
月
２３
日
、
平
成
２４
年
度
給
与
改
定
（
第
２
回
）
小
委
員
会
交
渉
が
行
わ
れ
、
区
長
会
か
ら
、

退
職
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
生
活
設
計
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
強
烈
な
引
下
げ
案
で
あ
り
、�
大
改
悪
案
�
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

内
容
で
す
。

退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
は
、
支
給
率
の
引
下
げ
と
併
せ
、
支
給
カ
ー
ブ
を
見
直
す
こ

と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
中
ぶ
く
れ
」
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
大
幅
な
削
減
案
で
す
。
ま
た
、
調
整

額
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
引
上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
同
時
に
職
責
の
拡
大
と

業
績
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
安
易
に
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
案
以
降
、
す
で
に
２
度
の
専
門
委
員
会
交
渉
を
行
い
、
退
職
手
当
の
引
下
げ
や
制
度
見
直

し
を
押
し
付
け
る
区
長
会
の
姿
勢
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
提
案
内
容
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ

と
を
強
く
指
摘
し
て
い
ま
す
。
不
当
な
提
案
を
打
破
す
る
た
め
、
全
組
合
員
の
総
力
を
結
集
し

て
闘
い
ま
し
ょ
う
。

退職手当の見直しについて（案）
１ 趣旨

国における官民較差解消のための退職手当支給額

の引き下げ、及びこれに係る他団体の見直し状況等

を踏まえ、特別区においても、民間との較差を是正

するとともに、在職期間中の職務・職責に応じた貢

献度をより一層反映できるよう、所要の見直しを行

う。

２ 見直しの内容

（１）退職手当の基本額

最高支給率については、定年退職等を４９．５５月と

し、普通退職を４１．２５月とする。

（２）退職手当の調整額

在職期間中の職務・職責に応じた貢献度をより一

層反映できるようポイントを引き上げ、調整額を拡

充する。

３ 実施時期

平成２５年４月１日

４ 経過措置

上記の見直しは、平成２７年４月１日から本則適用

とし、平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日の間

と、平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの

間で経過措置を実施する。この間、支給率は１／３

ずつ引下げ、在職１年度あたりのポイントは１／３

ずつ引き上げる。

編 集 責 任
教 宣 部 長
斉藤 幸司

支
給
月
数
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
支
給
率
（
案
）
で

は
、
定
年
・
勧
奨
退
職
の
場
合

の
最
高
支
給
率
（
最
高
支
給
月

数
）
を
５９
・
２０
月
か
ら
４９
・
５５

月
に
引
下
げ
る
と
し
て
い
ま

す
。
約
１０
ヶ
月
に
も
お
よ
ぶ
多

大
な
支
給
率
の
引
下
げ
は
、
特

別
区
内
の
民
間
退
職
給
付
額
の

調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
単

に
国
家
公
務
員
の
改
正
に
追
随

し
た
も
の
で
あ
り
、
到
底
納
得

が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
清
掃
職
場
に
は
、
３０

歳
を
超
え
て
採
用
さ
れ
る
職
員

が
多
く
存
在
し
、
最
高
支
給
月

数
に
達
す
る
勤
続
３５
年
以
前
に

退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
勤
続
２０
年
か
ら
３０
年

で
支
給
月
数
が
高
く
設
定
さ
れ

て
い
る
現
行
制
度
は
、
職
場
実

態
に
極
め
て
即
し
た
も
の
で
あ

る
に
も
関
ら
ず
、
区
長
会
は
か

ね
て
か
ら
主
張
し
て
い
る
と
お

り
「
中
ぶ
く
れ
」
を
解
消
し
た

支
給
率
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
定
年
・
勧
奨
、
普

通
の
全
て
の
退
職
区
分
と
勤
続

年
数
で
、
国
家
公
務
員
の
支
給

率
を
下
回
る
提
案
と
な
っ
て
い

ま
す
。

調
整
額
に
つ
い
て

調
整
額
に
つ
い
て
は
、「
在

職
期
間
中
の
職
務
・
職
責
に
応

じ
た
貢
献
度
を
よ
り
一
層
反
映

で
き
る
よ
う
」
と
し
、
現
行
の

ポ
イ
ン
ト
を
約
２
倍
強
に
も
引

上
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ポ
イ

ン
ト
を
引
上
げ
る
と
同
時
に
職

務
・
職
責
を
拡
大
し
、
業
績
評

価
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
職
場
に
格
差
と
分

断
を
持
ち
込
も
う
と
す
る
も
の

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

行
政
職
１
・
２
級
、
技
能
・
業

務
職
１
級
職
員
に
は
付
与
し
な

い
と
し
、
こ
う
し
た
職
員
は
ま

る
で
一
切
職
責
を
負
っ
て
な
い

か
の
よ
う
な
提
案
内
容
は
、
職

員
間
に
大
き
な
格
差
を
生
む
も

の
で
す
。

行
政
系
職
員
も
技
能
・
業
務

系
職
員
も
、
す
べ
て
の
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
ご
と
に
責
任

を
持
ち
、
区
政
に
対
し
て
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
そ
の
こ
と
を
直
視
し
よ
う

と
せ
ず
、
ポ
イ
ン
ト
の
拡
大
に

よ
っ
て
職
責
・
能
力
・
業
績
評

価
の
徹
底
を
狙
お
う
と
す
る
区

長
会
の
考
え
は
、
断
固
と
し
て

許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

熾
烈
な
削
減
額

こ
の
見
直
し
案
が
実
施
さ
れ

た
場
合
の
影
響
額
は
、
給
料
表

や
職
層
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
行
（
一
）
給
料
表
適
用
者

で

は

約
２
３
０
万

円

か

ら

約

３
５
０
万
円
の
引
下
げ
、
業
務

職

給

料

表

適

用

者

で

は

約

２
４
０
万
円
か
ら
３
４
０
万
も

の
大
幅
な
引
下
げ
と
な
り
ま

す
。
国
家
公
務
員
の
削
減
額
に

比
べ
る
と
特
別
区
の
削
減
額
は

緩
和
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、

退
職
後
の
生
活
保
障
が
破
壊
さ

れ
る
極
め
て
熾
烈
な
提
案
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
長
会
は
、
経
過
措
置
を
提

案
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ

け
大
き
な
不
利
益
を
わ
ず
か
３

年
目
で
本
則
適
用
と
す
る
短
期

間
の
経
過
措
置
を
提
案
す
る
の

は
、
あ
ま
り
に
も
乱
暴
な
も
の

で
す
。
不
当
な
削
減
提
案
に
対

す
る
「
削
減
反
対
」「
制
度
改

悪
反
対
」
の
闘
い
は
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。

１
月
２４
日
の
第
５
回
中
央
委

員
会
に
て
、
①
削
減
額
の
縮
減

を
求
め
る
、
②
職
務
に
よ
る
支

給
額
格
差
を
認
め
な
い
、
③
十

分
な
経
過
措
置
を
求
め
る
こ

と
、
を
柱
に
し
た
「
退
職
手
当

引
下
げ
・
制
度
改
悪
反
対
闘
争

方
針
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

統
一
交
渉
と
大
衆
闘
争
を
両
輪

の
力
と
し
、
各
地
連
・
職
場
か

ら
の
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
、

全
組
合
員
の
総
力
を
結
集
し
て

闘
い
抜
き
ま
し
ょ
う
。

▲区長会は考えをあらためろ

▲特区連と共闘して提案を撥ね返そう
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は
じ
め
に

区
長
会
は
、
２
０
１
２
年
賃

金
確
定
期
の
最
終
団
交
（
１１
月

２１
日
、
第
４
回
団
体
交
渉
）
で
、

退
職
手
当
に
つ
い
て
「
早
急
な

見
直
し
が
必
至
の
情
勢
に
あ

り
、
現
在
、
鋭
意
検
討
を
進
め

て
い
る
」「
具
体
的
な
見
直
し

内
容
が
ま
と
ま
り
次
第
、
速
や

か
に
、
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

わ
が
組
合
は
、
特
別
区
と
国

の
制
度
の
違
い
や
組
織
実
態
や

人
事
制
度
等
の
違
い
を
踏
ま
え

れ
ば
、
国
と
軌
を
一
に
し
た
拙

速
な
退
職
手
当
制
度
の
見
直
し

は
、
見
直
し
の
理
由
と
し
て
曖

昧
で
説
得
性
に
欠
け
る
こ
と
、

客
観
性
に
基
づ
く
冷
静
で
丁
寧

な
協
議
こ
そ
必
要
で
あ
る
こ
と

等
を
指
摘
し
、
今
期
賃
金
確
定

期
で
の
提
案
を
見
送
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
間
の
区
長
会
の
発
言
や
、

国
や
他
の
地
方
自
治
体
の
動
向

を
踏
ま
え
れ
ば
、
区
長
会
か
ら

退
職
手
当
見
直
し
（
引
下
げ
）

の
提
案
が
さ
れ
る
こ
と
は
必
至

の
情
勢
で
し
た
。

２
０
１
３
年
１
月
１７
日
に
第

５
回
団
体
交
渉
が
持
た
れ
、
区

長
会
か
ら
「
退
職
手
当
の
見
直

し
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

（
以

下
、「
基

本

的

な

考

え

方
」
）
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
基

本
的
な
考
え
方
」
で
は
、
見
直

し
の
趣
旨
と
し
て
「
国
に
お
け

る
官
民
較
差
解
消
の
た
め
の
退

職
手
当
支
給
額
の
引
下
げ
、
及

び
こ
れ
に
係
る
他
団
体
の
見
直

し
状
況
等
を
踏
ま
え
、
特
別
区

に
お
い
て
も
、
民
間
と
の
較
差

を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
在
職

期
間
中
の
職
務
・
職
責
に
応
じ

た
貢
献
度
を
よ
り
一
層
反
映
で

き
る
よ
う
、
所
要
の
見
直
し
を

行
う
」
と
し
、
具
体
的
な
考
え

方
と
し
て
「
（
一
）
退
職
手
当

の
基
本
額
／
国
の
改
正
内
容
に

準
じ
て
、
最
高
支
給
率
や
支
給

率
カ
ー
ブ
を
設
定
し
、
い
わ
ゆ

る
『
中
ぶ
く
れ
』
を
解
消
す
る
」

「
（
二
）
退
職
手
当
の
調
整
額

／
在
職
期
間
中
の
職
務
・
職
責

に
応
じ
た
貢
献
度
を
よ
り
一
層

反
映
で
き
る
よ
う
ポ
イ
ン
ト
を

引
き
上
げ
、
調
整
額
を
拡
充
す

る
」
と
し
ま
し
た
。
実
施
時
期

に

つ

い

て

は
、「
平

成
２５
年
４

月
１
日
」
と
し
、
経
過
措
置
に

つ
い
て
は
、「
退
職
手
当
支
給

額
の
段
階
的
引
下
げ
の
措
置
を

講
ず
る
」
と
し
ま
し
た
。

１
月
２３
日
（
水
）
の
小
委
員

会
交
渉
で
は
、「
基
本
的
な
考

え
方
」
に
基
づ
く
見
直
し
の
内

容
と
し
て
、「
（
一
）
退
職
手
当

の
基
本
額
／
最
高
支
給
率
に
つ

い
て
は
、
定
年
退
職
等
を
４９
・

５５
月
と
し
、
普
通
退
職
を
４１
・

２５
月
と
す
る
」「
退
職
手
当
の

調
整
額
／
在
職
期
間
中
の
職
務

・
職
責
に
応
じ
た
貢
献
度
を
よ

り
一
層
反
映
で
き
る
よ
う
ポ
イ

ン
ト
を
引
き
上
げ
、
調
整
額
を

拡
充
す
る
」
と
し
ま
し
た
。

区
長
会
提
案
に
つ
い
て

１

国
や
他
団
体
の
見
直
し
状

況
を
踏
ま
え
、
特
別
区
に
お

い
て
も
官
民
較
差
を
解
消
す

る今
回
の
区
長
会
提
案
は
、
国

や
他
団
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、

昨
年
示
さ
れ
た
人
事
院
調
査
に

基
づ
く
官
民
較
差
の
是
正
と
し

て
い
ま
す
が
、
特
別
区
内
の
民

間
の
退
職
給
付
額
の
調
査
が
行

わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
東
京
２３
区
部
で
働
く
我
わ

れ
特
別
区
職
員
の
退
職
手
当

を
、
全
国
調
査
や
国
家
公
務
員

の
退
職
手
当
を
基
に
論
ず
る
こ

と
自
体
、
見
直
し
の
趣
旨
と
し

て
も
曖
昧
で
す
。
国
と
軌
を
一

に
し
た
退
職
手
当
の
引
下
げ
を

押
し
付
け
ら
れ
る
正
当
な
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
。

２

職
務
・
職
責
に
応
じ
た
貢

献
度
の
反
映
と
し
て
、
調
整

額
を
拡
充
す
る

区
長
会
提
案
は
、
単
に
退
職

手
当
の
引
下
げ
に
留
ま
ら
ず
、

調
整
額
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
、
退

職
手
当
へ
の
職
責
差
に
よ
る
反

映
度
合
を
高
め
、
支
給
額
格
差

の
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
職
責
・
能
力
・
業
績

退
職
手
当
引
下
げ
・
制
度
改
悪
反
対
闘
争
方
針

第５回
中央委員会

満
場
一
致
で
確
認

▲染書記長より闘争方針を提案

改 正 案 支 給 率 表
（普通退職）

改正案
経過措置

平成２６年４月１日
から平成２７年３月
３１日までの間

（月数）
０．６６
１．３３
２．００
２．６６
３．３３
４．００
４．６６
５．３３
６．００
６．６６
７．８８
９．１０
１０．３１
１１．５３
１２．７５
１４．２８
１５．８１
１７．３５
１８．８８
２０．４１
２２．３６
２４．３１
２６．２６
２８．２１
３０．１６
３１．７０
３３．２３
３４．７６
３６．３０
３７．８３
３９．０８
４０．３３
４１．５８
４２．８３
４４．０８
４４．１６

（注） は、支給率の上限であることを表す。

平成２５年４月１日
から平成２６年３月
３１日までの間

（月数）
０．８３
１．６６
２．５０
３．３３
４．１６
５．００
５．８３
６．６６
７．５０
８．３３
９．６１
１０．９０
１２．１８
１３．４６
１４．７５
１６．２６
１７．７８
１９．３０
２０．８１
２２．３３
２４．１３
２５．９３
２７．７３
２９．５３
３１．３３
３３．００
３４．６６
３６．３３
３８．００
３９．６６
４１．１１
４２．５６
４４．０１
４５．４６
４６．９１
４７．０８

支給割合

５０／１００

１１５／１００

１５５／１００

２１０／１００

１４０／１００

１０５／１００

支給率
（月数）

０．５０
１．００
１．５０
２．００
２．５０
３．００
３．５０
４．００
４．５０
５．００
６．１５
７．３０
８．４５
９．６０
１０．７５
１２．３０
１３．８５
１５．４０
１６．９５
１８．５０
２０．６０
２２．７０
２４．８０
２６．９０
２９．００
３０．４０
３１．８０
３３．２０
３４．６０
３６．００
３７．０５
３８．１０
３９．１５
４０．２０
４１．２５
－

現行

支給割合

１００／１００

１３５／１００

１５０／１００

１６５／１００

１８０／１００

１６５／１００

給率
（月数）

１．００
２．００
３．００
４．００
５．００
６．００
７．００
８．００
９．００
１０．００
１１．３５
１２．７０
１４．０５
１５．４０
１６．７５
１８．２５
１９．７５
２１．２５
２２．７５
２４．２５
２５．９０
２７．５５
２９．２０
３０．８５
３２．５０
３４．３０
３６．１０
３７．９０
３９．７０
４１．５０
４３．１５
４４．８０
４６．４５
４８．１０
４９．７５
５０．００

勤続
期間

１年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年
１７年
１８年
１９年
２０年
２１年
２２年
２３年
２４年
２５年
２６年
２７年
２８年
２９年
３０年
３１年
３２年
３３年
３４年
３５年
３６年

改 正 案 支 給 率 表
（定年退職等）

改正案
経過措置

平成２６年４月１日
から平成２７年３月
３１日までの間

（月数）
１．０３
２．０６
３．１０
４．１３
５．１６
６．２０
７．２３
８．２６
９．３０
１０．３３
１２．０６
１３．８０
１５．５３
１７．２６
１９．００
２０．８３
２２．６６
２４．５０
２６．３３
２８．１６
３０．００
３１．８３
３３．６６
３５．５０
３７．３３
３９．０６
４０．８０
４２．５３
４４．２６
４６．００
４７．５６
４９．１３
５０．７０
５１．９６
５２．７６

（注） は、支給率の上限であることを表す。

平成２５年４月１日
から平成２６年３月
３１日までの間

（月数）
１．２１
２．４３
３．６５
４．８６
６．０８
７．３０
８．５１
９．７３
１０．９５
１２．１６
１３．９８
１５．８０
１７．６１
１９．４３
２１．２５
２３．１６
２５．０８
２７．００
２８．９１
３０．８３
３２．７５
３４．６６
３６．５８
３８．５０
４０．４１
４２．２８
４４．１５
４６．０１
４７．８８
４９．７５
５１．２８
５２．８１
５４．３５
５５．２８
５５．９８

支給割合

８５／１００

１６５／１００

１７５／１００

１６０／１００

９０／１００

支給率
（月数）

０．８５
１．７０
２．５５
３．４０
４．２５
５．１０
５．９５
６．８０
７．６５
８．５０
１０．１５
１１．８０
１３．４５
１５．１０
１６．７５
１８．５０
２０．２５
２２．００
２３．７５
２５．５０
２７．２５
２９．００
３０．７５
３２．５０
３４．２５
３５．８５
３７．４５
３９．０５
４０．６５
４２．２５
４３．８５
４５．４５
４７．０５
４８．６５
４９．５５

現行

支給割合

１４０／１００

１９０／１００

２００／１００

１５０／１００

６０／１００

支給率
（月数）

１．４０
２．８０
４．２０
５．６０
７．００
８．４０
９．８０
１１．２０
１２．６０
１４．００
１５．９０
１７．８０
１９．７０
２１．６０
２３．５０
２５．５０
２７．５０
２９．５０
３１．５０
３３．５０
３５．５０
３７．５０
３９．５０
４１．５０
４３．５０
４５．５０
４７．５０
４９．５０
５１．５０
５３．５０
５５．００
５６．５０
５８．００
５８．６０
５９．２０

勤続
期間

１年
２年
３年
４年
５年
６年
７年
８年
９年
１０年
１１年
１２年
１３年
１４年
１５年
１６年
１７年
１８年
１９年
２０年
２１年
２２年
２３年
２４年
２５年
２６年
２７年
２８年
２９年
３０年
３１年
３２年
３３年
３４年
３５年

退職手当の調整額におけるポイントの設定について

第八号
区分

０

０

０

０

１・２級職

技能１級職

教諭

第七号
区分

５０

１２０

７３．４

９６．７

主任主事

技能主任

主任教諭

第六号
区分

６０

１３０

８３．４

１０６．７

－

技能長

－

第五号
区分

７０

１５０

９６．７

１２３．４

係長

統括技能長

－

第四号
区分

９０

１８０

１２０

１５０

総括係長

－

副園長

区分

現行

本則

平成２５年４月１日
から平成２６年３月
３１日までの間

平成２６年４月１日
から平成２７年３月
３１日までの間

行政系職員

技能・業務系職員

幼稚園教育職員

経
過
措
置

改
正
案

在
職
一
年
度
当
た
り

の
ポ
イ
ン
ト

適
用
区
分
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評
価
の
徹
底
を
狙
う
�
制
度
改

悪
�
で
す
。
職
務
に
よ
る
職
責
の

違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
区
政
に

対
す
る
貢
献
度
は
、
す
べ
て
の

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
ご
と

に
責
任
を
持
ち
、
貢
献
を
し
て

い
ま
す
。
上
位
の
職
務
で
な
け

れ
ば
貢
献
度
が
低
い
と
す
る
よ

う
な
区
長
会
の
主
張
は
、
認
め

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区
長
会
提
案
は
、
職
務
に
よ

る
調
整
額
ポ
イ
ン
ト
の
格
差
か

ら
、
上
位
職
ほ
ど
引
下
げ
額
が

少
な
く
、
下
位
の
職
ほ
ど
引
下

げ
額
が
大
き
く
な
る
も
の
で

す
。
技
能
・
業
務
系
職
員
の
ほ

と
ん
ど
は
、
１
級
も
し
く
は
２

級
で
退
職
を
迎
え
ま
す
。
職
員

構
成
や
職
層
構
成
の
実
態
か

ら
、
上
位
の
職
務
に
昇
任
し
た

く
て
も
昇
任
で
き
な
い
実
態
な

ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行
の
人

事
制
度
や
任
用
制
度
に
大
き
な

問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て

指
摘
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
賃

金
水
準
が
直
接
係
り
ま
す
。
切

替
調
整
措
置
の
見
直
し
と
し
て

調
整
号
数
の
廃
止
を
求
め
て
い

ま
す
が
、
区
長
会
は
、
私
た
ち
の

要
求
に
十
分
に
応
え
て
い
ま
せ

ん
し
、
高
齢
期
の
雇
用
問
題
と

い
う
重
要
な
制
度
構
築
も
喫
緊

の
課
題
と
し
て
迫
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
技
能
・
業
務
系
職

員
の
賃
金
水
準
や
人
事
制
度
相

互
の
関
連
性
を
考
慮
し
た
一
体

的
な
検
討
こ
そ
行
う
べ
き
で
あ

り
、
一
方
的
に
退
職
手
当
の
引

下
げ
や
制
度
見
直
し
だ
け
を
課

題
と
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

３

「
中
ぶ
く
れ
」
を
解
消

す
る

区
長
会
は
、
国
の
改
正
内
容

に
準
じ
て
、
最
高
支
給
率
や
支

給
率
カ
ー
ブ
を
設
定
し
、
い
わ

ゆ
る
「
中
ぶ
く
れ
」
に
つ
い
て

解
消
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

清
掃
職
員
の
採
用
年
齢
は
３０
歳

以
降
も
採
用
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
け
る
現
業
系

職
員
は
、
賃
金
水
準
が
低
い
こ

と
か
ら
定
年
年
齢
を
６３
歳
と
す

る
特
例
定
年
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
特
別
区
の
定
年
年
齢
は
、

６０
歳
で
す
。
採
用
年
齢
や
退
職

年
齢
の
違
い
を
無
視
し
、
国
の

引
下
げ
内
容
に
準
じ
て
支
給
率

カ
ー
ブ
を
設
定
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

４

経
過
措
置
に
つ
い
て

経
過
措
置
に
つ
い
て
、「
平

成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
本
則
適

用
と
し
、
平
成
２５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
２６
年
３
月
３１
日
ま
で

の
間
と
、
平
成
２６
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

の
間
で
経
過
措
置
を
実
施
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
引
下
げ

そ
の
も
の
を
認
め
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
職
員

は
、
現
行
の
退
職
手
当
水
準
を

前
提
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
返

済
を
組
ん
だ
り
、
老
後
の
生
活

設
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
職
員

に
と
っ
て
こ
れ
だ
け
大
き
な
不

利
益
を
わ
ず
か
３
年
で
本
則
適

用
と
す
る
短
期
間
の
経
過
措
置

の
設
定
は
、
極
め
て
乱
暴
な
も

の
で
す
。

今
後
の
協
議
に
あ
た
っ
て

１

削
減
額
の
縮
減
を
求
め
る

国
や
東
京
都
を
始
め
と
す
る

他
団
体
の
見
直
し
の
情
勢
を
踏

ま
え
れ
ば
、
極
め
て
厳
し
い
情

勢
に
あ
る
こ
と
は
率
直
に
確
認

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
特
別
区

に
お
け
る
民
間
の
退
職
手
当
水

準
の
調
査
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
国
や
他
団

体
の
動
向
」「
官
民
較
差
の
是

正
」
と
い
う
曖
昧
な
見
直
し
の

趣
旨
の
不
当
性
を
指
摘
し
、
削

減
額
の
縮
減
を
求
め
ま
す
。

２

職
務
に
よ
る
支
給
額
格
差

を
認
め
な
い

区
長
会
提
案
は
、「
貢
献
度

の
反
映
」
と
称
し
、
上
位
職
ほ

ど
引
下
げ
額
が
少
な
く
、
下
位

の
職
ほ
ど
引
下
げ
額
が
多
く
な

る
も
の
で
す
。
職
務
に
よ
る
職

責
の
違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
区

政
に
対
す
る
職
務
ご
と
の
貢
献

度
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
務
に
よ

る
退
職
手
当
引
下
げ
の
格
差
を

認
め
な
い
立
場
で
、
技
能
・
業

務
系
職
員
の
賃
金
水
準
や
人
事

制
度
相
互
の
関
連
性
を
考
慮
し

た
一
体
的
な
検
討
を
求
め
ま
す
。

３

十
分
な
経
過
措
置
を

求
め
る

多
く
の
職
員
は
、
現
行
制
度

を
前
提
と
し
て
老
後
の
生
活
設

計
を
た
て
て
い
ま
す
。
職
員
に

と
っ
て
大
き
な
不
利
益
で
あ
る

以
上
、
十
分
な
経
過
措
置
を
求

め
ま
す
。

１
５
０
０
名
が
結
集

１
月
１８
日
、
１８
時
５０
分
よ
り
、

文
京
シ
ビ
ッ
ク
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
退
職
手
当
削
減
・
制
度

改
悪
反
対
１
・
１８
特
区
連
・
東

京
清
掃
労
組
総
決
起
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
賃
金
確
定
闘
争
を

は
じ
め
、
特
区
連
と
わ
が
組
合

は
連
携
を
密
に
し
、
区
長
会
を

相
手
に
闘
い
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
が
、
労
働
条
件
の
根
幹
で

あ
る
退
職
手
当
の
削
減
と
制
度

改
悪
と
い
う
、
現
業
・
非
現
業

を
問
わ
な
い
、
特
別
区
職
員
全

体
に
か
け
ら
れ
た
共
通
の
攻
撃

に
抗
す
る
た
め
、
初
め
て
と
な

る
合
同
で
の
総
決
起
集
会
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
削
減
提
案
を
受
け

る
前
段
で
の
集
会
で
し
た
が
、

両
組
合
を
合
わ
せ
て
１
、
５
０
０

名
を
超
え
る
組
合
員
が
結
集
し

ま
し
た
。
国
と
東
京
都
が
１
月

か
ら
削
減
を
実
施
し
て
い
る
と

い
う
過
酷
な
情
勢
の
な
か
、
厳

し
い
闘
い
に
挑
む
に
あ
た
り
、

全
力
で
闘
い
抜
く
意
思
統
一
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
結
集

今
後
の
主
な
予
定
と
し
て
は
、

２
月
１２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

区
長
会
役
員
会
に
対
し
て
、
座

り
込
み
と
要
請
行
動
を
配
置
し

ま
す
。
ま
た
、
同
日
夜
に
は
、

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

で
、
第
二
段
と
な
る
合
同
決
起

集
会
を
開
催
し
、
区
長
会
に
対

し
あ
ら
た
め
て
我
々
の
怒
り
を

ぶ
つ
け
て
い
き
ま
す
。
今
回
を

越
え
る
多
く
の
組
合
員
の
結
集

を
呼
び
か
け
ま
す
。
特
区
連
と

わ
が
組
合
の
緊
密
な
共
闘
関
係

を
基
に
、
職
場
か
ら
の
闘
い
を

積
み
上
げ
、
こ
の
厳
し
い
情
勢

を
打
破
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

綿
密
な
結
束
と
共
闘
で
情
勢
を
切
り
開
こ
う
！

特
区
連
と
初
の
合
同
集
会

▲１，５００名を超える組合員が結集

▲両組合旗が並んだのは歴史的に初めて ▲全参加者の闘う気持ちが一つになった

当面の日程（１月、２月）
日 程

退職手当削減反対学習総決起集会（連合会館２０３号会議室）
新社会党旗開き、公共清掃旗開き

自治労賃金労働条件担当者会議、建設旗開き、東交旗開き
区長会総会 都市整備環境旗開き、横浜清掃旗開き

団体交渉１０：４５～
１・１８東京清掃・特区連総決起集会（文京シビック大ホール）

自治労中央本部組織集会 第１地連決起集会＆要請行動
都本部現評定期総会 第２地連、第５地連決起集会＆要請行動

小委員会交渉１６～ 東京清掃旗開き
第５回中央委員会

第３地連、第４地連決起集会＆要請行動

都労連旗開き
自治労都本部旗開き

特区連旗開き

専門委員会交渉１５：１５～
専門委員会交渉１５：１５～
専門委員会交渉１９：４５～

自治労都本部春闘討論集会

小委員会交渉（午後）
専門委員会交渉１５：１５～、第６回中央委員会、拡大闘争委員会

専門委員会交渉（予備）

区長会役員会、２・１２東京清掃・特区連総決起集会（中野サンプラザ）

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

日
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

月

１
月

２
月

年
末
年
始
対
策
期
間

都市清掃第２１６回幹事会／大阪

自治労第８５回臨時大会

自治労大都市共闘総会＆清掃部会

自治労安全衛生集会／仙台

下請関連協総会＆旗開き／熱海

特区連三役合同研究集会／箱根路開雲

要請行動

各区長への（二回目）要請行動

各区長への要請行動

要請＆座り込み行動

署
名
取
組
期
間（
区
長
会
会
長
、各
区
長
）
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ひひ
とと
ここ
とと

いまいまいま No.６

清掃事業は･･･清掃事業は･･･清掃事業は･･･

中央区

2013年新春団結旗開き

現
在
中
央
区
で
は
区
内
１
支

部
だ
が
、
以
前
は
京
橋
・
日
本

橋
２
支
部
あ
り
、
２
０
０
３
年

に
統
合
し
１
支
部
と
な
っ
た
。

当
初
は
可
燃
・
不
燃
・
粗
大
・

資
源
（
古
紙
・
び
ん
・
缶
）
を

直
営
収
集
し
て
い
た
。

中
央
区
で
は
、
こ
の
間
当
局

よ
り
様
々
な
委
託
・
合
理
化
攻

撃
が
か
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、

２
０
０
８
年
４
月
〜
資
源
収
集

委

託
、
２
０
０
９
年
４
月
〜
粗

大
収
集
委
託
、
新
規
事
業
で
あ

る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
収
を
半
年
の
試
行
期
間
を
経

て
２
０
０
９
年
４
月
よ
り
開
始

し
た
が
、
実
質
２
年
間
の
直
営

回
収
を
行
っ
た
だ
け
で
２
０
１

１
年
４
月
〜
委

託
、
２
０
１
１

年
４
月
〜
不
燃
収
集
が
車
付
雇

上
（
一
部
直
営
収
集
）
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
間
わ
れ
わ
れ
が
求
め
て

い
た
「
中
央
区
に
お
け
る
清
掃

事
業
の
あ
り
方
」
を
、
２
０
１
０

年
に
当
局
に
提
示
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
結
果
、
中
央
区
で

は
可
燃
収
集
と
ふ
れ
あ
い
指
導

に
特
化
し
た
作
業
形
態
と
な
っ

た
。
職
域
を
狭
め
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
だ

が
、
こ
れ
以
上
の
委
託
攻
撃
に

一
定
の
歯
止
め
を
か
け
た
事
も

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
退
職

不
補
充
に
よ
る
減
員
減
車
や
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
た
能
率
増
が

考
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と

な
る
。

新
規
採
用
に
つ
い
て
は
、
２

０
０
７
年
に
５
名
採
用
し
た
の

を
最
後
に
獲
得
で
き
て
い
な

い
。
支
部
で
は
退
職
不
補
充
が

続
き
、
給
与
も
上
が
ら
ず
、
委

託
が
拡
大
し
て
い
る
事
に
危
機

感
を
感
じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
毎
年
求
め
て
は
い
る
が
、

な
か
な
か
採
用
で
き
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
当
局
に
は
新
規

採
用
を
求
め
て
い
き
た
い
。

支
部
で
は
肉
体
的
・
精
神
的

に
収
集
作
業
が
困
難
な
職
員
が

出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
病
気

欠
勤
明
け
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に

現
場
復
帰
す
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
定
年
ま
で
生
活
を
保
障
す

る
上
で
も
、
新
た
な
職
域
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
同
様
に
高
齢
期

の
作
業
に
つ
い
て
も
新
た
な
職

域
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
。
考

え
ら
れ
る
の
は
、
現
在
委
託
さ

れ
て
い
る
「
庁
舎
管
理
要
員
」

や
「
粗
大
中
継
所
積
み
込
み
要

員
」
で
あ
り
、
今
後
再
直
営
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
目

標
に
も
な
っ
て
い
る
。

現
在
区
内
で
は
、
大
小
様
々

な
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
や
地
区
の

再
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、

勝
ど
き
地
区
・
晴
海
地
区
で
は

大
規
模
集
合
住
宅
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
先
々
大
幅
な

ご
み
量
増
が
見
込
ま
れ
る
。
現

在
の
人
員
・
機
材
・
収
集
形
態

で
は
、
全
て
の
ご
み
を
取
り
き

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
職

員
の
新
規
採
用
が
不
可
欠
で
あ

る
。
今
後
、
支
部
の
最
大
目
標

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

（
中
央
区
担
当

中
央
執
行
委
員

藤
波
武
志
）

大幅なごみ量の増加が見込まれる。

職員の新規採用が必要不可欠だ！

▲高齢期雇用を見据え、再直営化を勝ち取りたい

今年も団結してがんばろう！新年号 〈第９６３号〉
新春シークワード当選者

答え「サンシン」
たくさんのご応募ありがとうご

ざいました。

景品は各支部交換箱を通じてお

渡しします。

外れてしまった方も次回のチャ

レンジをお待ちしています。

土屋 貴光（中 央）

矢島 明弘（文 京）

西谷 修一（荒 川）

竹内 善之（荒 川）

豊田 浩史（荒 川）

鈴川 信生（台 東）

米本 正一（台 東）

矢島 大介（目 黒）

海老沢靖雄（玉 川）

井上 雅博（玉 川）

雨宮 新吾（玉 川）

横川 春巳（豊 島）

狭間 芳晴（板橋西）

武藤 将一（葛 飾）

多部田豊治（江戸川）

青木 克則（中央工）

小野 純 （中央工）

阿部 英俊（渋谷工）

上原 丈史（千歳工）

中垣 寿文（大田工）

小山 俊雄（多摩工）

橋本 大介（多摩工）

下村 亨司（多摩工）

小林 孝至（多摩工）

小沼 大司（多摩工）

萩谷 篤孝（多摩工）

金井 恒雪（多摩工）

三橋 大介（多摩工）

太田 勝彦（板橋工）

鈴木 淳也（江戸工）

１月２３日、１８時より、ホテル・メトロポリタン・エドモンドにて、２０１３

年新春団結旗開きを行いました。各支部からの参加者と併せ、多くのご来

賓にお越しいただき、今年の運動を始めるに相応しい場とすることができ

ました。

直前の小委員会交渉において、厳しい提案がされたあとの開催となりま

したが、だからこそ団結し、全力で闘っていくことを確認したところです。

今年も課題は山積していますが、組合員の総力を結集して要求実現にむけ

てがんばりましょう。▲区長会・西川会長の挨拶

▲歴代役員と理事者代表による鏡開き

▲第９代北條委員長のご発声で乾杯

▲支部間の交流も深まった

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
に
は
三
人
の
子
供
が
い
ま

す
。
日
々
の
成
長
の
早
さ
の
中

に
一
年
の
短
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
言
葉
遣
い
一
つ
と
っ
て
も

意
外
に
も
的
を
得
る
発
想
力
や

柔
軟
な
表
現
力
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
供
の
豊
か
な

感
受
性
は
大
人
に
な
っ
た
私
に

は
な
か
な
か
気
付
く
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
故
に
今
の
自
分
自

身
に
必
ず
役
立
つ
こ
と
が
あ
る

の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
通
し

て
思
う
こ
と
を
心
の
内
に
感
じ

る
だ
け
で
留
め
る
こ
と
な
く
、

声
に
出
し
て
誰
か
に
伝
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
始
め
て
い

ま
す
。

今
年
は
特
に
私
に
と
っ
て
初

め
て
経
験
す
る
課
題
や
取
組
み

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
何
事
に
対
し
て
も
自
分
か

ら
仲
間
に
声
に
出
し
て
発
信

し
、
職
場
を
リ
ー
ド
す
る
一
人

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
末
に
は
、

一
年
間
発
信
し
て
き
た
声
が
、

家
族
や
、
職
場
の
仲
間
達
と�
笑

い
声
�
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。全

力
で
、
頑
張
り
ま
す
！

（
現
業
部

Ｔ
・
Ｓ
）
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